
山
人
と
し
て
の
社
甫

外、~

王立

丈

京
京
都
大
事

l土

じ

め

宋
初
に
で
き
た
南
朝
か
ら
五
代
ま
で
の
一
大
詩
文
総
集
「
文
苑
英

華
』
巻
一
一
一
一
一
一

「
隠
逸
二
」
お
よ
び
同
巻
二
三
二
「
隠
逸
三
」

「
山
人
」
の
項
目
に
は
五
十
三
首
の
唐
人
の
詩
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詩
を
通
覧
し
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
そ
こ
に
買
薬
の
こ
と

が
し
ば
し
ば
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
王
維
「
寄
鄭
層
住
二
山
人
」
詩
に
、
「
責
薬
不
二
債
、
著

主
目
盈
高
言
」
(
薬
を
貰
る
に
不
二
の
債
、
著
書
は
寓
言
に
盈
つ
)
、
同
じ
く

王
維
「
遊
李
山
人
所
居
、
因
題
屋
壁
」
詩
に
、
「
薬
情
韓
康
責
、
門

容
尚
子
過
」
(
薬
は
韓
康
に
た
の
み
で
責
り
、
門
は
向
子
の
過
ぐ
る
を
容
る
)
、

劉
長
卿
「
迭
鄭
山
人
還
鹿
山
別
業
」
詩
に
、
「
忘
機
買
薬
罷
、
揮
手

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

杖
薬
還
」
(
機
を
忘
れ
て
薬
を
責
り
て
罷
り
、
手
を
揮
り
て
哀
を
杖
き
て
還

る
)
、
山
今
参
「
寄
華
曜
山
人
李
岡
」
詩
に
、
「
袖
中
短
書
誰
馬
達
、
華

院
道
士
買
薬
還
」
(
袖
中
の
短
書
は
誰
が
た
め
に
建
せ
ん
、
華
醜
の
道
士

薬
を
責
り
て
還
る
。
以
上
巻
二
三
一
)
、
ま
た
買
島
「
贈
劉
山
人
」
詩
に
、

「
東
都
奮
住
商
人
宅
、
南
園
新
修
道
士
亭
。
撃
井
養
蜂
休
買
蜜
、
坐

山
杵
薬
不
争
星
」
(
束
都
も
と
商
人
の
宅
に
住
み
、
南
図
新
た
に
道
士
の

古
?
を
修
す
。
井
を
撃
ち
蜂
を
養
い
て
蜜
を
買
う
を
休
め
、
山
に
坐
し
て
薬
を

秤
る
に
星
〈
目
盛
り
〉
を
争
わ
ず
)
、
劉
得
仁
「
別
王
山
人
」
詩
に
「
山

居
衣
以
草
、
生
計
薬
随
身
」
(
山
居
の
衣
は
草
を
以
て
し
、
生
計
の
薬
は
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の

身
に
随
う
。
以
上
巻
二
三
二
)
と
い
う
の
も
、

お
そ
ら
く
買
薬
の
こ
と

を
言
、
つ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
王
勃
「
秋
晩
入
洛
於
畢
公
宅
別
遁

王
宴
序
」
に
も
「
山
人
買
薬
、
忽
至
神
州
」
(
山
人
は
薬
を
賓
り
、
忽

ち
神
州
に
至
る
。
巻
七
三
四
「
別
」
)
と
あ
り
、
唐
代
の
山
人
が
多
く
責

薬
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

山
人
と
は
山
中
に
隠
棲
す
る
隠
逸
の
士
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

二
字
を
合
わ
せ
れ
ば
「
仙
」
に
な
る
よ
う
に
、
古
く
は
仙
人
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
漢
代
の
鏡
銘
に
は
、
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泰
山
作
克
員
大
巧

上
有
山
人
不
知
老

俳
佃
紳
山
禾
芝
草

渇
飲
玉
泉
飢
食
東
一
凧

浮
瀧
天
下
敷
四
海

書
如
金
石
話
国
保 第

八
十
二
一
冊

泰
山
に
て
克
(
鏡
)
を
作
る
に
異
に
大
い

に
巧
み
な
り

上
に
山
人
有
り
て
老
い
を
知
ら
ず

一
脚
山
を
俳
佃
し
て
芝
草
を
采
る

渇
き
で
は
玉
泉
を
飲
み
飢
え
て
は
棄
を
食

つ天
下
を
浮
擬
し
て
四
海
に
散
(
遜
)
ぴ

印
刷
宋
母
極

幸
町
は
金
石
の
如
く
圃
の
保

(
賓
)
と
な
ら
ん
。
梁
み
極
ま
り
な
し
。

必一

の
文
言
が
み
え
る
が
、
「
神
山
」

で
「
芝
草
を
采
る
」
山
人
と
は
、

む
ろ
ん
仙
人
の
こ
と
で
あ
る
。
一
神
山
で
長
書
の
た
め
の
仙
薬
を
採
る

の
は
、
も
と
よ
り
仙
人
の
本
分
で
あ
り
、
そ
の
仙
人
を
目
指
す
山
中

の
隠
士
が
採
薬
に
勤
し
む
の
も
、
こ
れ
ま
た
首
然
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
隠
士
と
い
え
ど
も
人
間
で
あ
る
以
上
は
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

世
俗
と
の
縁
は
そ
う
簡
車
に
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
生
活
の

糧
を
得
る
た
め
に
、
修
行
の
か
た
わ
ら
採
集
し
た
薬
を
責
る
こ
と
は
、

も
っ
と
も
理
に
か
な
っ
た
生
業
で
あ
っ
た
ろ
う
。

」
の
よ
う
に
隠
士
と
世
俗
と
の
闘
係
を
意
味
す
る
稽
競
と
し
て
、

特
に
山
人
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

『
丈
選
」
に
牧
め

る
孔
稚
珪
「
北
山
移
丈
」
(
巻
四
三
)
の
影
響
が
大
き
い
と
思
え
る
。

「
北
山
移
丈
」
は
、
南
京
の
北
に
あ
る
鍾
山
を
擬
人
化
し
、
そ
の
移

丈
と
い
う
形
式
で
、
南
朝
斉
梁
聞
の
名
士
で
あ
っ
た
周
頗
が
隠
遁
の

ポ
ー
ズ
を
取
り
な
が
ら
、
賓
は
出
仕
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
榔
捻

し
た
も
の
で
、
丈
中
に
「
山
人
去
り
て
暁
猿
驚
く
」
と
あ
る
。
杜
甫

の
「
草
山
人
隠
居
」
詩
(
『
杜
詩
詳
注
」
巻
二
O
、
以
下
杜
甫
の
作
品
の

引
用
は
す
べ
て
同
じ
)
に
「
北
山
移
丈
誰
が
銘
を
勤
せ
ん
」
と
あ
る
の

142 

は
、
山
人
と
「
北
山
移
丈
」
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

杜
甫
は
自
ら
山
人
と
栴
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
他
人
か
ら
山
人

と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
杜
甫
の
交
際
相
手
に
は
多

く
の
山
人
が
い
た
し
、
ま
た
社
甫
白
身
も
貰
薬
を
そ
の
生
業
の
一
部

と
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
作
品
か
ら
う
か
が
え
る
。
特
に
乾
元
二

年
(
七
五
九
)
、
華
州
で
の
官
職
を
棄
て
て
以
降
、
放
浪
と
各
地
で
の

寄
食
に
日
々
を
、
逢
っ
た
後
半
生
に
お
け
る
生
活
形
態
は
、
山
人
に
よ

く
似
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
以
下
、
杜
甫
の
責
薬
と
そ
の
周

喧
遂
の
山
人
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
山
人
的
側
面
を
探
っ
て
み



る
こ
と
に
し
た
い
。杜

甫

と

買

薬

天
賓
十
載
(
七
五
会
)
、
社
甫
四
十
歳
の
年
、
朝
廷
に
奉
っ
た
「
進

三
大
瞳
賦
表
」
(
巻
二
四
)
に
、
「
頃
者
買
薬
都
市
、
寄
食
友
朋
(
さ

き
頃
都
市
に
責
薬
し
、
友
朋
に
寄
食
す
こ
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
名
山
に

て
薬
を
禾
り
、
長
安
の
市
に
責
り
、

口
に
二
債
せ
ざ
る
こ
と
三
十
能

年
」
で
あ
っ
た
と
い
う
有
名
な
韓
康
の
故
事
(
『
後
漢
書
』
巻
一

「
逸
民
惇
」
)
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
事
賓
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
「
一
一
一
大
瞳
賦
」
を
推
薦
し
て
く
れ
た
集
賢
院
皐

士
の
崖
園
輔
と
子
休
烈
に
贈
っ
た
詩
(
「
奉
留
時
間
集
賢
院
崖
岡
輔
子
休
烈

二
向
学
士
」
)
に
は
、

儒
術
誠
難
起

儒
術
は
誠
に
起
き
難
き
も

家
聾
庶
巳
存

家
撃
は
巳
に
存
す
る
に
庶
し

故
山
多
薬
物

故
山
に
薬
物
多
く

勝
栗
憶
桃
源

勝
壊
は
桃
源
を
憶
、
っ

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

と
あ
り
、
社
甫
の
故
郷
で
は
薬
草
を
採
集
あ
る
い
は
栽
培
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
華
州
で
の
官
職
を
棄
て
、
ま
ず
赴
い
た
流
寓
の
地
、
秦

州
で
は
、
わ
ず
か
三
か
月
ほ
ど
の
短
い
滞
在
中
に
薬
草
を
採
集
し
て

い
た
こ
と
が
次
の
詩
句
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

採
薬
吾
将
老

薬
を
採
り
て
吾
れ
ま
さ
に
老
い
ん
と
す
る
も

児
童
未
遣
聞

児
童
に
は
い
ま
だ
聞
か
し
め
ず

「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」
其
十
六
(
巻
七
)
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一
瞬
薬
能
無
婦

薬
を
躍
す
に
能
く
婦
な
か
ら
ん
や

庭
山
門
亦
有
見

門
に
麿
じ
る
に
亦
た
見
あ
り

同
右
其
二
十

秦
州
で
奮
友
の
高
遁
と
山
今
容
に
迭
っ
た
詩
「
寄
彰
州
高
三
十
五
使

君
遁
鏡
州
山
今
二
十
七
長
史
三
十
韻
」
(
虫
色
八
)
に
は
、
「
時
に
擢
病
を

患
う
」
と
い
う
原
注
が
あ
り
、
詩
に
も
「
三
年
猶
癒
疾
、

一
鬼
不
鋪

亡
」
(
三
年
猶
お
擢
疾
、

一
鬼
鈴
亡
せ
ず
)
と
あ
る
よ
う
に
、
社
甫
は
こ
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第
八
十
二
一
冊

の
頃
、
耀
疾
を
患
っ
て
い
た
。
子
供
に
は
知
ら
せ
ず
に
薬
草
を
採
り

に
出
か
け
、
そ
れ
を
妻
の
助
け
を
借
り
て
干
し
て
い
た
の
は
、
も
と

よ
り
自
分
の
病
気
治
療
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
社
甫
は
秦
州

に
定
住
し
、
薬
草
を
栽
培
す
る
計
量
も
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

何
首
宅
下
流

鈴
潤
通
薬
圃

何
つ
か
ま
さ
に
宅
下
の
流
れ

館
潤
は
薬
圃
に
通
じ

三
春
混
黄
精

三
春
に
黄
精
を
混
ら
し

一
食
生
毛
羽

一
た
ぴ
食
し
て
毛
羽
を
生
ず
べ
き
や

ぉ

「
太
平
寺
泉
眼
」
(
巻
七
)

こ
れ
は
、

い
つ
か
太
平
寺
の
泉
を
自
分
の
家
の
庭
に
引
い
て
、
薬

草
を
栽
培
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
黄
精
は
、
「
久
し
く
服

す
れ
ば
身
を
軽
く
し
年
を
延
ば
す
」
(
『
詳
注
』
に
引
く
『
本
草
』
)
と

さ
れ
、
そ
れ
を
食
し
て
「
羽
毛
を
生
じ
」
仙
人
に
な
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
て
、
薬
草
畑
で

不
老
長
室
町
の
仙
薬
が
栽
培
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
ま
ず
は
自
分
の
病

気
治
療
と
家
族
の
健
康
の
た
め
、
そ
し
て
あ
わ
よ
く
ば
そ
れ
を
買
っ

て
生
計
の
一
助
と
し
た
い
と
い
う
望
み
も
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

秦
州
で
の
定
住
の
目
論
み
は
、
わ
ず
か
一
一
一
か
月
で
挫
折
し
、
社
甫

に
は
成
都
に
至
り
、

一
家
は
さ
ら
な
る
奥
地
で
あ
る
同
谷
を
経
て
、
乾
一
冗
二
年
の
十
二
月

よ
う
や
く
安
住
の
地
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
。

杜
甫
が
成
都
で
管
ん
だ
涜
花
草
堂
に
お
い
て
も
、

培
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
詩
に
見
え
る
。

や
は
り
薬
草
を
栽

不
嫌
野
外
無
供
給

野
外
供
給
な
き
を
嫌
わ
ざ
れ
ば

乗
阻
ハ
還
来
看
薬
欄

興
に
乗
じ
還
た
来
り
て
薬
欄
を
看
よ

「
賓
至
」
(
巻
九
)
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傍
架
斉
主
日
帳

架
に
傍
い
て
書
帳
を
斉
え

看
題
検
薬
嚢

題
を
看
て
薬
嚢
を
検
す

近
根
開
薬
圃

根
に
近
く
薬
圃
を
聞
き

接
葉
製
茅
亭

葉
に
接
し
て
茅
亭
を
製
す

「
西
郊
」
(
巻
九
)

「
高
棉
」
(
巻
十
)

草
堂
で
の
一
時
の
平
和
な
生
活
の
中
で
、
社
甫
は
庭
に
薬
圃
を
開



き
、
そ
こ
に
作
っ
た
薬
欄
を
訪
れ
た
客
人
に
見
せ
、
さ
ら
に
薬
を
し

ま
っ
た
薬
嚢
を
整
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
杜
甫
の
戴
書
の
中
に
は
、

定
め
し
『
本
草
』

の
類
の
監
酉
薬
書
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
賓
腰
元
年

(
七
六
二
)
、
梓
州
、
漢
州
、
聞
州
な
ど
萄
の
他
地
域
に
一
年
ほ
ど
の

艦
に
出
た
時
の
作
「
遠
遊
」
(
巻
十
一
)
に
、

種
薬
扶
衰
病

吟
詩
解
嘆
嵯

薬
を
種
え
て
衰
病
を
扶
け

詩
を
吟
じ
て
嘆
嵯
を
解
す

と
あ
る
よ
う
に
、
種
薬
と
吟
詩
は
社
甫
の
内
瞳
と
精
紳
を
支
え
る
重

要
な
管
み
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
康
慎
二
年
、
放
先
の
聞

州
か
ら
成
都
に
踊
る
時
の
作
「
将
赴
成
都
草
堂
途
中
有
作
先
寄
巌
鄭

公
五
首
」
(
巻
十
三
)
其
の
三
に
、
「
主
日
義
薬
裏
封
妹
網
」
(
書
識
と
薬

表
は
妹
の
網
に
封
じ
ら
れ
ん
)
、
ま
た
其
の
四
に
、
「
常
苦
沙
山
朋
損
薬

欄
」
(
常
に
沙
崩
れ
て
薬
欄
損
ず
る
に
苦
し
む
)
と
あ
り
、
留
守
中
の
気

が
か
り
は
書
物
と
薬
で
あ
っ
た
。
書
物
と
薬
を
封
と
し
て
用
い
る
例

は
、
こ
れ
以
外
に
も
、

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

薬
許
隣
人
厭

書
従
稚
子
撃

薬
は
隣
人
の
断
る
を
許
し

童
日
は
稚
子
の
撃
、
げ
る
に
従
う

「
正
月
一
一
一
日
時
渓
上
有
作
簡
院
内
諸
公
」
(
巻
十
四
)

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
社
甫
は
、
栽
培
し
た
薬
を
、
持
病

を
癒
す
た
め
に
自
分
で
服
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
時
に
知
人
に
分
け

あ
た
え
、
そ
の
代
債
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

は
詩
作
が
車
な
る
自
分
の
個
人
的
な
慰
め
ま
た
は
思
想
表
現
と
し
て

の
丈
向
学
的
管
局
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
た
知
人
や
地
方
官
僚
と
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の
交
際
に
お
け
る
重
要
な
手
段
で
あ
り
、
生
計
と
も
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
た
の
と
軌
を
同
じ
く
す
る
で
あ
ろ
う
。
賓
一
際
元
年
(
七
六
二
)

の
よ
、
つ
に
あ
る
。

草
堂
で
の
作
で
あ
る
「
貌
十
四
侍
御
就
倣
宜
相
別
」
(
巻
十
)
に
次

有
客
騎
販
馬

江
遣
問
草
堂

遠
尋
留
薬
慣

惜
別
倒
丈
場

客
あ
り
て
跡
馬
に
騎
り

江
遣
に
草
堂
を
問
、
っ

遠
く
よ
り
尋
ね
て
薬
債
を
留
め

別
れ
を
惜
し
ん
で
丈
場
を
倒
す

(
以
下
略
)
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貌
十
四
侍
御
の
名
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
成
都
に
い
た
高
官

で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
草
堂
を
訪
れ
、
薬
の
債
を
置

い
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
丈
場
を
倒
す
」
と
は
、
詳
注
が

「
意
気
は
丈
場
に
傾
倒
す
」
と
解
す
る
の
に
よ
れ
ば
、
貌
侍
御
が
社

甫
の
丈
才
に
傾
倒
し
た
、
あ
る
い
は
逆
に
社
甫
が
相
手
に
感
服
し
て

別
れ
を
惜
し
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
社
甫
は

こ
の
遠
来
の
客
を
薬
と
丈
的
晶
子
で
も
て
な
し
、
な
に
が
し
か
の
報
酬
を

得
た
こ
と
を
合
意
す
る
。

成
都
を
離
れ
、

と
っ
て
必
需
品
で
あ
り
、
僻
地
の
愛
州
で
薬
の
入
手
が
困
難
に
な
っ

さ
ら
な
る
流
浪
の
強
に
出
た
後
も
、
薬
は
杜
甫
に

た
時
に
は
、
知
人
か
ら
恵
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
「
寄
章
有

夏
郎
中
」
(
巻
十
五
)
に
ヨ
一
口
う
。

省
郎
憂
病
士

書
信
有
柴
胡

飲
子
頻
通
汗

懐
君
想
報
珠

親
知
天
畔
少

省
郎
は
病
士
を
憂
、
ぇ

書
信
に
柴
胡
あ
り

飲
子
は
頻
り
に
汗
を
通
じ

君
を
懐
い
て
珠
を
報
ぜ
ん
と
想
う

親
知
天
昨
に
少
く

薬
餌
峡
中
佐
…

薬
餌
は
峡
中
に
無
し

柴
胡
は
せ
り
科
の
薬
草
で
、
解
熱
、
解
毒
、
鎮
痛
な
ど
の
殺
力
が

あ
る
が
、
権
疾
に
も
放
く
と
い
う
。
飲
子
は
湯
薬
を
圭
一
口
う
。
こ
の
詩

は
享
有
夏
か
ら
も
ら
っ
た
柴
胡
を
煎
じ
て
飲
み
、
汗
が
出
る
な
ど
放

果
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
曜
版
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
後
の
放
浪
生
活
に
お
い
て
も
社
甫
は
し
ば
し
ば
薬
に
つ
い
て

言
及
し
て
お
り
、
大
暦
三
年
(
七
六
八
)
の
作
「
暁
護
公
安
」
(
巻
二

十
二
)
に
は
、
「
薬
餌
扶
吾
随
所
之
」
(
薬
餌
吾
れ
を
扶
け
て
之
く
所
に
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随
う
)
の
句
が
あ
る
。
「
吾
れ
を
扶
け
」
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り

持
病
を
癒
す
こ
と
を
言
、
つ
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
買
薬
の

意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
最
晩
年
、
浬
州
か

ら
衡
州
へ
向
か
う
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
「
酬
郭
十
五
判
官
」
(
巻

二
十
二
)
で
は
、

薬
衰
関
心
詩
線
駿

薬
衰
は
心
に
闘
わ
り
て
詩
は
総
べ
て
駿
す

る
も

花
枝
照
眼
句
還
成

花
枝
眼
を
照
ら
し
て
句
ま
還
た
成
る



と
あ
る
。
病
魔
に
苦
し
む
晩
年
の
社
甫
の
闘
心
事
は
、

や
は
り
薬
そ

し
て
詩
作
で
あ
っ
た
。

」
の
よ
う
な
薬
草
の
採
集
と
栽
培
、
そ
れ
に
と
も
な
う
醤
薬
の
知

識
は
、
む
ろ
ん
杜
甫
だ
け
に
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
醤
撃
が
未
護

達
か
つ
普
及
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
自
給
自
足
的
な
性
格
の
強
か
っ
た

昔
時
の
生
活
に
お
い
て
は
、
自
ら
薬
を
採
集
、
栽
培
し
、
ま
た
そ
れ

に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
こ
と
は
、
士
人
に
と
っ
て
は
ご
く
首
た
り

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
台
州
に
左
遷
さ
れ
た
鄭
慶
を
追
悼
し
た

詩
「
故
著
作
郎
庇
台
州
司
戸
栄
陽
鄭
公
度
」
(
虫
色
十
六
)
に
、
「
叩
端
末
纂

西
極
名
」
(
薬
は
西
極
の
名
を
纂
む
)
と
あ
る
よ
う
に
、
名
士
と
し
て

知
ら
れ
た
鄭
慶
も
薬
撃
に
つ
い
て
の
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
隠
遁
生
活
に
お
い
て
不
老
長
書
を
目
指
す
仙
術
の
修

行
と
闘
わ
る
一
方
で
、
生
計
の
た
め
に
責
薬
に
従
事
す
る
人
も
い
た

こ
と
は
、
「
丈
苑
英
華
」
に
お
け
る
山
人
の
詩
が
示
す
と
お
り
で
あ

る
。
社
甫
も
む
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
の
詩
の
中
に
薬
に
つ
い
て
の
言
及
が
し
ば
し
ば
見
え
る
の
は
首
然

で
あ
ろ
う
。山

人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

杜

甫

と

山

人

次
に
杜
甫
と
交
際
し
た
山
人
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

① 

李

白

杜
甫
の
知
り
合
い
の
中
で
、
山
人
と
名
乗
っ
た
も
っ
と
も
重
要
な

人
物
は
李
白
で
あ
る
。
李
白
は
、
最
初
の
結
婚
を
し
た
安
陸
の
山
中

に
隠
棲
し
て
い
た
時
の
作
「
代
書
山
答
孟
少
府
移
丈
書
」
(
『
李
太
白

全
集
』
巻
二
十
六
)
で
、
「
山
人
李
白
」
と
稽
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
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は
、
孔
稚
珪
「
北
山
移
丈
」

の
一
種
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
「
北
山
移

丈
」
が
隠
遁
者
の
出
仕
を
榔
撤
す
る
の
に
封
し
て
、
そ
れ
を
積
極
的

に
肯
定
し
、
山
人
と
し
て
の
李
白
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

李
白
が
山
人
を
白
稿
し
た
も
う
一
つ
の
例
は
、
「
答
友
人
贈
烏
紗

帽
」
(
同
上
巻
十
九
)
で
あ
る
。

領
得
烏
紗
帽

烏
紗
帽
を
領
し
得
た
る
に

全
勝
白
接
羅

全
く
白
接
罷
に
勝
れ
り

山
人
不
照
鏡

山
人
は
鏡
を
照
ら
さ
ざ
る
も
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稚
子
道
相
宜

稚
き
子
は
相
宜
し
と
道
、
つ

友
人
か
ら
も
ら
っ
た
役
人
の
烏
紗
帽
を
か
ぶ
っ
た
李
白
は
、
隠
者

の
か
ぶ
る
白
接
羅
よ
り
は
ま
し
だ
と
思
い
つ
つ
、
自
ら
の
姿
を
鏡
で

見
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
こ
へ
傍
ら
か
ら
幼
子
が
、
よ
く
似
合
う
よ

と
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
隠
棲
と
出
仕
を
め
ぐ
る
李

白
の
複
雑
な
心
境
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
山
人
が
李
白
の
自
稽
で

あ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。

社
甫
が
李
白
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
、
李
白
と
別
れ
た
後
も
彼

を
追
慕
す
る
詩
を
作
り
つ
づ
け
た
こ
と
は
、
費
読
を
要
し
な
い
が
、

」
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
秦
州
時
期
の
社
甫
が
「
夢
李
白
」
「
天

末
懐
李
白
」
(
巻
七
)
「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」
(
各
八
)
と
、
李
白
を

思
う
異
情
が
殊
に
色
濃
く
額
れ
た
名
作
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
と
よ
り
夜
郎
に
流
罪
と
な
っ
た
李
白
の
身
の
上
を
案
じ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
李
白
の
流
罪
が
決
定
し
た
の
は
至
徳
二

載
(
七
五
七
)
の
年
末
、
杜
甫
が
秦
州
に
滞
在
し
た
の
は
乾
元
二
年

(
七
五
九
)
の
秋
で
、

そ
の
聞
に
二
年
の
時
間
差
が
あ
る
。
李
白
は

乾
元
二
年
の
春
、
大
赦
に
よ
り
赦
克
さ
れ
て
お
り
、
社
甫
が
李
白
の

身
の
上
を
気
遣
っ
て
い
た
そ
の
年
の
秋
、
李
白
は
す
で
に
自
由
の
身

で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
む
ろ
ん
秦
州
と
い
う
僻
地
に
い
た
社
甫
に
、
李
白
稗
放
の

情
報
が
す
ぐ
に
は
惇
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
陳
胎
倣
氏
に

よ
る
と
、
最
後
の
「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」
に
至
っ
て
、
杜
甫
は
よ

う
や
く
李
白
赦
克
の
消
息
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
翻
っ
て
考

え
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
杜
甫
は
至
徳
二
載
四
月
か
ら
翌
年
の
乾
元

元
年
六
月
ま
で
は
左
拾
遺
と
し
て
朝
廷
に
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
李

白
の
夜
郎
流
罪
の
消
息
は
、
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そ
の
聞
に
知
り
え
た
の
で
は
な
い
か
と

も
思
え
る
。
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
な
ら
、
な
ぜ
そ
れ
か
ら
一
年
絵
り

も
経
っ
た
後
の
秦
州
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
李
白
を
思
い
や
る
詩
を

書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

昔
時
の
正
確
な
事
情
は
今
日
で
は
知
る
由
も
な
い
が
、
少
な
く
と

も
社
甫
が
秦
州
に
来
て
は
じ
め
て
李
白
流
罪
の
消
息
を
知
り
、
こ
れ

ら
の
詩
を
書
い
た
と
は
思
え
な
い
。
も
し
杜
甫
が
、
李
白
の
流
罪
を

早
く
に
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秦
州
に
来
て
、
は
じ
め
て

李
白
が
夢
に
現
れ
る
ほ
ど
そ
の
身
の
上
が
試
に
な
っ
た
と
す
る
な
ら
、

そ
れ
は
官
を
棄
て
た
自
ら
の
境
遇
を
、
朝
廷
を
追
わ
れ
た
李
白
に
重



ね
合
わ
せ
、
そ
の
無
念
さ
が
以
前
に
も
増
し
て
身
に
給
み
た
こ
と
が
、

一
つ
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
秦
州
以
降
の

杜
甫
の
境
遇
が
、
李
白
の
そ
れ
と
似
る
こ
と
は
客
観
的
事
責
で
あ
ろ

、つノ。
② 

張
彪
と
沈
千
運
|
|
元
結
『
僅
中
集
』
の
詩
人
た
ち

社
甫
の
秦
州
で
の
作
に
、
山
人
、
張
彪
に
逢
っ
た
「
寄
張
十
二
山

人
彪
三
十
韻
」
(
巻
ろ
が
あ
る
。

濁
臥
嵩
陽
客

濁
り
嵩
陽
に
臥
せ
し
客

三
達
頴
水
春

三
た
び
遣
う
穎
水
の
春

制
部
難
随
老
母

制
部
難
老
母
に
随
い
て

惨
潅
向
時
人

惨
潅
と
し
て
時
人
に
向
か
う

張
彪
は
も
と
這
教
の
聖
地
で
、
昔
時
多
く
の
山
人
が
隠
棲
し
て
い

た
嵩
山
に
い
た
が
、
三
年
前
に
戦
乱
に
よ
り
そ
こ
を
離
れ
、
母
を
養

う
た
め
人
を
頼
っ
て
避
難
し
て
来
た
。

つ
ミ
つ
い
て
「
関
西
得
孟
隣
」

(
閥
西
に
孟
隣
を
得
た
り
)
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
張
彪
が
母
と
と
も

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

に
避
難
し
て
来
た
の
は
関
西
(
華
州
)
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
孟
隣
」

て
こ
の
張
彪
は
、

(
孟
子
の
母
の
隣
)
す
な
わ
ち
社
甫
の
隣
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ

静
者
心
多
妙

先
生
義
絶
倫

草
書
何
太
古

詩
興
不
無
神

静
者
の
心
は
妙
多
く

先
生
の
塞
は
絶
倫

草
書
は
何
ぞ
太
だ
古
な
る

詩
興
は
一
柳
無
き
に
し
も
あ
ら
ず

静
者
(
隠
者
)
な
が
ら
多
妻
で
、
古
風
な
草
書
を
善
く
し
、
詩
も
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な
か
な
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

数
篇
吟
可
老

一
字
責
堪
貧

数
篇
の
吟
は
老
い
る
べ
く

一
字
は
貰
り
て
貧
に
堪
う

詩
作
を
老
い
の
山
楽
し
み
と
し
な
が
ら
、
主
百
を
責
っ
て
生
計
を
立
て

て
い
た
。
さ
ら
に
詩
の
後
半
で
は
、
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肘
後
符
麿
験

肘
後
の
符
は
験
に
磨
、
ず
る
も

嚢
中
薬
未
陳

嚢
中
の
薬
は
い
ま
だ
陳
べ
ず

と
あ
り
、
殴
酉
薬
に
つ
い
て
も
詳
し
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
張
彪
は
、

そ
の

「
北
遊
還
酬
孟
雲
卿
」
詩
に
、

「
奥
君
宿
姻
親
、
深
見
中
外
懐
」
(
君
と
は
宿
に
鯛
親
、
深
く
中
外
の
懐

⑤
 

を
見
る
)
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
杜
甫
の
も
う
一
人
の
友
人
で
あ
る

孟
雲
卿
と
い
わ
ゆ
る
表
兄
弟
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
社
甫
に
は
乾
元
元

年
六
月
、
華
州
司
功
参
軍
に
轄
任
す
る
際
の
作
「
酬
孟
雲
卿
」
詩
、

同
年
の
冬
、
華
州
か
ら
洛
陽
に
赴
い
た
時
の
「
各
末
以
事
之
東
都
、

湖
城
東
遇
孟
雲
卿
、
復
時
劉
頴
宅
宿
宴
飲
散
、
因
矯
醇
歌
」
詩
、
さ

ら
に
大
暦
元
年
(
七
六
六
)
の
作
と
推
定
さ
れ
る
「
別
崖
撰
寄
摩
擦

孟
雲
卿
」
詩
が
あ
り
、
社
甫
と
は
親
し
い
闘
係
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

孟
雲
卿
、
張
彪
は
と
も
に
、
元
結
と
同
郷
(
河
南
魯
山
)
で
あ
り
、

元
結
の
編
纂
し
た

「
笹
一
中
集
』
に
登
場
す
る
詩
人
で
あ
る
。
『
庄
中

集
』
に
は
孟
雲
卿
の
詩
五
首
、
「
北
遊
還
酬
孟
雲
卿
」
を
含
む
張
彪

の
作
四
首
が
牧
載
さ
れ
て
い
る
。

乾
元
三
年
(
七
六
O
)
に
編
纂
さ
れ
た
元
結
の

『
庄
中
集
』
は
、

聾
律
と
形
式
に
拘
泥
す
る
首
時
流
行
の
丈
息
子
に
反
封
し
、
現
貰
に
立

脚
し
た
向
古
主
義
を
標
拐
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
は
連
作

「
古
風
」
に
お
け
る
李
白
の
主
張
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の

『
庄
中
集
」
の
詩
人
た
ち
と
社
甫
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
伊

藤
正
文
氏
の
「
杜
甫
と
元
結
・
『
僅
中
集
』
の
詩
人
た
ち
」
に
詳
し

い
。
社
甫
は
元
結
と
面
識
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
丈
島
ナ
的
主
張
に
深

く
共
鳴
し
た
こ
と
は
、
大
暦
元
年
に
元
結
の
「
春
陵
行
」
と
「
賊
退

示
官
吏
」
を
讃
み
、

そ
の
感
動
を
綴
っ
た

「
同
元
使
君
春
陵
行
」

(
巻
十
九
)
に
よ
っ
て
知
り
う
る
。
伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
元
結
の
詩
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を
杜
甫
に
紹
介
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
孟
雲
卿
で
あ
っ
た
。

孟
雲
卿
は
後
に
校
書
郎
の
官
に
就
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
生
涯
の

大
山
十
は
無
官
の
身
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
孟
郊
の
「
哀
孟
雲
卿
嵩
陽
荒

居
」
詩
(
『
孟
束
野
詩
集
』
虫
色
十
)
に
よ
れ
ば
、
彼
も
張
彪
と
同
じ
く

嵩
山
に
隠
棲
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
生
活
も
や
は
り
山
人
的

な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

『
庄
中
集
』

の
最
も
重
要
な
詩
人
は
目
頭
に
詩
四
首
を
掲
げ
る
沈

千
運
で
あ
る
。
元
結
は

「
僅
中
集
』

の
序
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。



呉
興
沈
千
運
、
濁
挺
於
流
俗
之
中
、
強
撞
於
巳
溺
之
後
。
窮
老

不
惑
五
十
徐
年
、
凡
所
属
丈
、
皆
輿
時
異
。
故
朋
友
後
生
、
相
見

師
殺
、
能
似
類
者
有
五
六
人
。
於
戯
、
自
沈
公
及
二
三
子
、
皆
以

正
直
而
無
職
位
、
皆
以
忠
信
而
久
貧
賎
、
皆
以
仁
譲
而
至
喪
亡
。

(
呉
興
の
沈
千
運
、
濁
り
流
俗
の
中
に
挺
ん
で
、
強
い
て
巳
に
溺
る
る
の

後
に
接
、
っ
。
窮
老
し
て
惑
わ
、
さ
る
こ
と
五
十
鈴
年
、
凡
そ
局
す
所
の
文
は

み
な
時
と
異
る
。
故
に
朋
友
後
生
に
梢
ゃ
く
師
放
せ
ら
れ
、
能
く
似
類
す

る
者
五
六
人
有
り
。
あ
あ
、
沈
公
よ
り
二
三
子
に
及
ぶ
ま
で
、
比
白
正
直
を

以
て
様
位
無
く
、
皆
忠
信
を
以
て
久
し
く
貧
賎
た
り
、
皆
仁
譲
を
以
て
喪

亡
に
百
十
る
。
)

」
れ
に
よ
っ
て
沈
千
運
が
『
庄
中
集
』

の
詩
人
た
ち
の
中
心
的
存

在
で
あ
り
、
貧
苦
の
中
で
そ
の
丈
島
ア
的
節
操
を
ま
げ
ず
、

一
生
を
終

え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
高
遁
の
「
賦
得
還
山
吟
、
迭
沈
四

山
人
」
詩
(
『
高
常
侍
集
」
巻
六
)
に
、

霊
祭
嚢
中
庭
有
銭

責
薬
の
嚢
中
ま
さ
に
銭
有
る
べ
し

還
山
服
薬
又
長
年

山
に
還
り
て
服
薬
す
れ
ば
又
た
長
年

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

③
 

と
あ
る
が
、
こ
の
沈
四
山
人
と
は
沈
千
運
の
こ
と
で
あ
る
。
高
遁
に

は
ま
た
「
贈
別
沈
四
逸
人
」
詩
(
同
右
)
が
あ
る
が
、
劉
開
揚
氏
の

あ考
る③詮

こょ
のれ

型ば
ま雨
主詩
局は
遁ど
ゆち
子エ ム

E! i 

品百
主革
に主
過四

し)
ての
い作
たで

の
で
あ
る
か
ら
、
記
録
は
な
い
も
の
の
杜
甫
も
沈
千
運
に
あ
る
い
は

逢
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
高
遁
は
沈
千
運
と
親
し
か
っ
た
よ
う

で
あ
り
、
少
な
く
と
も
話
ぐ
ら
い
は
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

右
の
詩
句
は
、
要
す
る
に
薬
を
買
っ
て
金
が
た
ま
っ
た
か
ら
、
ま

た
山
に
還
っ
て
仙
人
の
修
行
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
責
薬
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と
仙
術
と
の
闘
係
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
陶
宗
儀
『
主
目
史
曾

要
』
に
は

「
沈
千
運
は
八
分
を
善
く
す
」
(
巻
五
)
と
あ
り
、
主
目
に

も
巧
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
書
も
貰
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ず
、
要
す
る
に
山
人
、
張
彪
と
似
た
り
寄
っ
た
り
の
境
遇

で
あ
る
。
貧
賎
に
甘
ん
じ
詩
作
に
闘
ん
だ

『
僅
中
集
」
の
詩
人
た
ち

の
生
活
の
賓
態
は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ

し
て
そ
れ
は
華
州
棄
官
以
降
の
杜
甫
の
境
遇
と
も
共
通
す
る
も
の
で

A
少

あ
っ
た
。
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③ 

朱
山
人
と
斜
斯
山
人
|
|
涜
花
草
堂
の
隣
人

成
都
の
涜
花
草
堂
で
の
日
々
は
、
杜
甫
の
一
生
の
中
で
最
も
穣
や

か
な
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
近
隣
の
住
人
と
の
心
温
ま

る
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
ず
「
北
隣
」
詩
(
巻
九
)
に
、

明
府
宣
詐
漏

明
府
は
山
豆
に
漏
に
辞
す
る
や

古
紙
身
方
告
勢

身
を
戒
せ
ん
と
て
方
に
努
を
告
げ
た
り

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
北
側
の
隣
人
は
、
任
期
満
了
を
待
た
ず
し
て

退
職
し
た
明
府
(
牒
令
)
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
南
側
の
住
人
は
「
南

隣
」
詩
(
虫
色
九
)
に

錦
里
先
生
烏
角
巾

錦
里
先
生
は
烏
角
の
巾

国
政
芋
栗
不
全
貧

固
に
て
芋
と
栗
を
故
め
全
く
は
貧
な
ら
ず

と
あ
り
、
菜
園
で
栽
培
し
た
芋
や
栗
で
、
細
々
と
し
た
家
計
を
支
え

て
い
た
。
ま
た
「
過
南
隣
朱
山
人
水
亭
」
詩
が
あ
り
、
そ
の
隣
人
と

は
朱
山
人
で
、
社
甫
と
親
し
く
交
際
し
た
ら
し
い
。
名
は
わ
か
ら
な

v、
。

も
う
一
人
、
南
隣
の
住
人
に
餅
斯
融
と
い
う
人
物
が
い
た
。
「
江

畔
濁
歩
尋
花
七
絶
句
」
(
巻
十
)
其
一
の
「
走
寛
南
隣
愛
酒
伴
」
(
走

り
て
南
隣
愛
酒
の
件
を
克
む
)
の
原
注
に
、
「
斜
斯
融
は
吾
が
酒
徒
」

十
)
に
は
、

と
あ
り
、
杜
甫
の
飲
み
友
達
で
あ
っ
た
。
「
開
制
斯
六
官
未
蹄
」
(
巻

故
人
南
郡
去

去
索
作
碑
銭

本
責
丈
矯
活

翻
令
室
倒
懸

故
人
南
郡
に
去
き

去
き
て
碑
を
作
り
し
銭
を
索
む
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本
と
丈
を
貰
り
て
活
と
矯
す
に

翻
っ
て
室
を
し
て
倒
懸
せ
し
む

と
あ
り
、
こ
の
斜
斯
融
は
墓
碑
な
ど
の
潤
筆
料
で
暮
ら
す
責
丈
の
徒

で
あ
っ
た
。
詩
の
最
後
に
、

老
罷
休
無
頼

時
来
省
酔
眠

老
罷
し
て
無
頼
た
る
な
か
れ

間
町
り
来
ら
ぱ
酔
眠
を
や
め
よ



と
言
、
つ
の
を
み
れ
ば
、

お
お
か
た
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
室
(
妻
)
を
困

ら
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
過
故
斜
斯
校
書
荘
」
二
首
(
虫
色
十
四
)

は
、
そ
の
死
を
悼
ん
で
の
作
で
あ
る
。

」
の
斜
斯
融
は
、
崖
腕
園
、
朱
金
城
氏
を
は
じ
め
と
す
る
中
園
の

研
究
者
の
説
に
よ
る
と
、
李
白
の
「
下
終
南
山
過
斜
斯
山
人
宿
置

酒
」
(
「
李
太
白
文
集
』
巻
十
七
)
詩
の
斜
斯
山
人
と
同
一
人
物
で
あ
る

⑬
 

と
い
う
。
こ
の
説
に
は
、
姓
と
酒
が
共
通
す
る
と
い
う
以
外
、
特
に

根
擦
は
な
い
が
、
斜
斯
は
遊
牧
民
族
系
の
稀
姓
で
も
あ
り
、
そ
の
可

能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
期
斯
融
は
長
安
か

ら
成
都
に
移
住
し
、
社
甫
の
隣
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
餅
斯

融
を
含
め
る
と
す
れ
ば
、
華
州
の
張
彪
、
成
都
の
朱
山
人
と
合
わ
せ

て
、
杜
甫
の
隣
人
に
は
三
人
の
山
人
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
類
は
友

を
呼
ぶ
と
い
う
べ
き
か
。

④ 

司

馬

山

人

杜
甫
が
成
都
で
め
ぐ
り
逢
っ
た
も
う
一
人
の
長
安
で
の
奮
知
に
司

馬
山
人
が
い
る
。
「
寄
司
馬
山
人
十
二
韻
」
(
巻
士
二
)
は
、
黄
鶴
に

よ
れ
ば
唐
徳
二
年
(
七
六
四
)
、
覇
中
の
族
行
か
ら
久
し
ぶ
り
に
成
都

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

の
草
堂
に
踊
っ
た
時
の
作
で
あ
る
。
詩
に
言
、
っ
。

闘
内
昔
分
校

天
遺
今
轄
蓬

駆
馳
不
可
説

談
笑
偶
然
同

道
術
曾
留
意

先
生
早
撃
蒙

家
家
迎
菊
子

庭
慮
識
壷
公

闘
内
に
昔
訣
を
分
か
ち

天
遣
に
今
韓
蓬
た
り

駆
馳
は
説
く
べ
か
ら
ず

談
笑
は
偶
然
に
同
じ

道
術
曾
っ
て
意
を
留
め

先
生
は
早
と
に
蒙
を
撃
つ

家
家
に
蔚
子
を
向
か
え
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庭
庭
に
壷
公
を
知
る

(
以
下
略
)

初
め
の
二
匂
は
、
長
安
で
別
れ
、
成
都
で
は
し
な
く
も
再
合
同
し
た

こ
と
を
一
言
う
。
繭
子
は
「
舎
稽
の
市
で
買
薬
」
し
た
と
い
う
繭
子
訓

(
『
後
漢
書
』
巻
百
十
二
下
)
、
壷
公
は
同
じ
く
後
漢
の
費
長
房
の
懸
壷

の
故
事
(
同
前
)
に
ち
な
ん
で
、
と
も
に
買
薬
を
言
、
っ
。
司
馬
山
人

は
殴
酉
薬
の
術
に
よ
っ
て
成
都
に
お
い
て
名
を
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
撃
蒙
」
(
啓
蒙
)
と
い
う
か
ら
に
は
、
這
術
を
児
童
に
教
え
る
よ

う
な
こ
と
も
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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⑤ 

軍

山

人

山
人
に
閲
す
る
杜
甫
の
最
後
の
詩
は
、
「
車
山
人
隠
居
」
(
巻
二
十
)

要
州
で
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

南
極
老
人
白
有
星

北
山
移
丈
誰
軌
銘

徴
君
巳
去
濁
松
菊

哀
霊
鉦
…
光
留
戸
庭

予
見
乱
離
不
得
己

子
知
出
慮
、
必
須
経

高
車
掴
馬
帯
傾
覆

憶
望
秋
天
虚
翠
扉

南
極
の
老
人
自
ず
と
星
有
り

北
山
の
移
丈
誰
が
銘
を
勤
せ
ん

徴
君
巳
に
去
り
て
濁
り
松
菊

哀
霊
に
光
無
く
戸
庭
を
留
む

予
は
乱
離
の
己
む
を
得
、
ざ
る
を
見
る

子
は
出
庭
の
必
ず
須
ら
く
経
る
を
知
ら
ん

高
車
掴
馬
は
傾
覆
を
帯
ぶ

秋
天
を
恨
望
す
る
に
翠
扉
慮
し

こ
の
詩
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
孔
稚
珪
「
北
山
移
丈
」
を
踏
ま

ぇ
、
南
極
老
人
は
社
甫
を
、
北
山
移
文
は
草
山
人
を
指
す
。
諸
家
の

注
は
鰯
れ
な
い
が
、
三
四
句
も
「
北
山
移
丈
」
の
「
山
人
去
今
暁
猿

驚
」
、
ま
た
「
誘
我
松
桂
、
欺
我
雲
叡
こ
を
暗
に
意
識
す
る
で
あ
ろ

ぅ
。
李
白
の
「
代
書
山
答
孟
少
府
移
文
書
」
が
「
北
山
移
文
」
を
反

結
押
さ
せ
、
隠
遁
か
ら
出
仕
を
目
指
し
た
の
に
封
し
て
、
晩
年
の
社
甫

は
「
北
山
移
丈
」
を
肯
定
し
て
、
草
山
人
が
隠
遁
生
活
を
全
う
せ
ず
、

⑬
 

出
仕
し
た
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
。

四

に
ー
ー
棄
官
と
秦
州
以
後
の
社
甫

わ

お

り

以
上
、
社
甫
の
作
品
の
中
か
ら
薬
と
山
人
に
つ
い
て
の
記
述
を

探
っ
て
み
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
華
州
で
の
官
職
を
棄
て
秦
州
に

流
寓
し
た
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。
杜
甫
の
生
涯
を
二
分
す
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
華
州
棄
官
以
前
と
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
棄
官
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以
後
の
社
甫
は
、
伊
藤
正
文
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
も
は
や
唐

と
い
う
園
家
の
う
ち
に
位
置
を
失
っ
た
寄
生
物
の
如
き
存
在
」
と
な

り
、
「
枇
舎
的
覗
野
を
も
っ
現
賓
主
義
的
作
風
が
急
激
に
影
を
潜
め
」
、

⑬
 

「
作
品
傾
向
は
大
き
く
轄
換
し
た
」
の
で
あ
る
。
で
は
社
甫
は
な
ぜ

華
州
で
官
を
棄
て
、
ま
た
な
ぜ
秦
州
を
避
難
の
地
と
し
て
選
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
後
者
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
今
日
の
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
杜

甫
は
秦
州
つ
い
で
同
谷
で
穀
難
の
か
ぎ
り
を
嘗
め
、
成
都
に
お
い
て

よ
う
や
く
安
住
の
地
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
最
初
か
ら
秦
州



の
よ
う
な
物
騒
な
僻
地
で
は
な
く
、
成
都
を
目
指
せ
ば
よ
か
っ
た
よ

う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
む
ろ
ん
後
智
恵
で
、
社
甫
は
明
確

に
秦
州
を
目
的
地
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
社
甫
自
身
は
、

「
秦
州
雑
詩
」
其
の
一
冒
頭
で
、
「
満
目
悲
生
事
、
因
人
作
遠
遊
」

(
滞
納
目
生
事
を
悲
し
み
、
人
に
因
り
て
遠
遊
を
作
す
)
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
因
人
」
に
つ
い
て
、
清
の
施
鴻
保
『
誼
社
詩
説
』
は
、

註
』
に
引
く
顧
展
注
の
「
闘
輔
大
い
に
機
え
、
生
事
穀
難
、
故
に
人

に
依
り
て
遠
遊
す
」
と
い
う
説
を
否
定
し
、
秦
州
で
の
詩
に
そ
れ
ら

し
い
人
物
が
見
首
た
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
「
因
」
と
「
依
」
は
意
味

が
異
な
る
と
し
て
、
社
甫
は
特
定
の
人
を
頼
っ
て
秦
州
に
来
た
の
で

は
な
く
、
た
だ
大
勢
の
人
々
と
園
瞳
で
逃
げ
て
来
た
に
す
ぎ
な
い
と

主
張
し
、
陳
胎
倣
『
社
甫
評
惇
』
も
こ
の
事
乞
支
持
す
旬
。
し
か
し

秦
州
に
行
け
ば
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
漠
然
と
し
た
理
想
だ

け
で
、
官
を
棄
て
、
家
族
を
連
れ
て
遠
い
放
路
に
踏
み
出
せ
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
な
に
か
も
う
少
し
確
賓
な
も
の
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

こ
の
「
因
人
」
と
い
う
言
葉
は
、

お
そ
ら
く
『
史
記
」
「
平
原
君

列
惇
」
(
巻
七
十
六
)
の
毛
遂
の
故
事
に
ち
な
む
「
公
等
録
録
、
所
謂

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

因
人
成
事
者
」
(
公
等
は
録
録
と
し
て
、
所
謂
る
人
に
因
り
て
事
を
成
す

者
)
に
も
と
づ
く
。
こ
れ
は
姑
息
な
態
度
で
人
に
頼
っ
て
事
を
成
す

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
六
朝
以
来
こ
の
言
葉
は
、
特
に
任

⑬
 

官
ま
た
は
致
仕
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
用
例
を
も
ち
、
近
く
は
た
と
え

ば
李
白
「
贈
張
相
鏑
」
詩
其
の
二
に
「
自
笑
何
匝
匿
、
因
人
恥
成

詳

事
」
(
自
ら
笑
う
何
ぞ
匿
匝
た
る
、
人
に
因
り
て
事
を
成
す
を
恥
ず
。
『
李
小
ん

白
文
集
』
巻
九
)
が
あ
る
。

つ
ま
り
社
甫
は
、
秦
州
に
行
こ
う
と

言
っ
た
か
、
あ
る
い
は
秦
州
に
来
い
と
言
っ
た
か
、
と
も
か
く
秦
州

行
き
を
強
く
勘
め
る
何
者
か
の
意
志
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
泊
極
的
に
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遠
遊
を
な
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
客
観
的
に
は
、
古
川
幸

次
郎
博
士
が
「
人
に
因
り
て
遠
避
を
作
す
、
と
い
う
の
は
、
こ
の
抜
⑬
 

行
が
、
他
人
の
好
意
に
頼
つ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
音
山
味
す
る
」

と
い
う
の
が
お
そ
ら
く
正
し
い
。
そ
れ
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
、
本

人
が
消
極
的
で
あ
っ
た
以
上
、
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
は
む

し
ろ
首
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
華
州
棄
官
に
つ
い
て
、
『
新
唐
書
』
「
杜
甫
惇
」
(
巻
二
百
一
)

は
、
「
闘
輔
館
、
っ
、
親
ち
官
を
棄
て
去
り
、
秦
州
に
客
た
り
」
と
言

ぃ
、
『
詳
註
』
な
ど
も
そ
れ
に
従
う
が
、
こ
れ
は
あ
る
い
は
、
棄
官
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の
年
を
誤
認
し
て
、
同
書
「
五
行
志
」
(
巻
三
十
五
)
に
「
康
徳
二
年

秋
、
闘
輔
銭
」
と
あ
る
の
を
、

そ
の
ま
ま
用
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑬
 

棄
官
の
年
、
乾
一
冗
二
年
の
秋
に
飢
瞳
の
記
事
は
な
い
。
も
と
よ
り
乱

世
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
食
糧
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
ろ
う

、幼
u
yが
、
そ
れ
が
棄
官
の
主
因
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

社
甫
白
身
は
、
「
立
秋
後
題
」
詩
(
虫
色
七
)
で
、
「
E
l
生
濁
往
願
、

伺
懐
年
中
十
百
。
罷
官
亦
由
人
、
何
事
拘
形
役
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
「
罷
官
亦
白
人
」
を
ど
の
よ
う
に
解
稗
す
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、

「
何
事
ぞ
形
役
に
拘
せ
ら
る
」
が
陶
淵
明
「
蹄
去
来
辞
」
の
「
玩
に

白
ら
心
を
以
て
形
役
と
矯
さ
ば
、
一
笑
ん
ぞ
阿
厄
出
し
て
濁
り
悲
ま
ん
」

に
も
と
づ
く
貼
か
ら
考
え
れ
ば
、
陳
胎
倣
氏
が
「
倣
不
倣
官
還
不
是

⑬
 

由
自
己
来
決
定
?
」
と
す
る
よ
う
に
、
「
官
を
罷
む
る
は
亦
た
人
に

由
ら
ん
や
」
と
反
語
に
謹
む
の
が
あ
る
い
は
遁
首
で
あ
る
か
も
し
れ

ご
、
a

O

J
h
H

し

つ
ま
り
官
を
罷
め
た
の
は
自
分
の
意
志
に
よ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
反
語
で
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、

何
か
複
雑
な
事
情
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
も
し
「
人

⑫
 

に
由
る
」
と
肯
定
に
謹
め
ば
、
官
を
罷
め
た
の
も
人
の
せ
い
だ
が
、

し
か
し
ど
う
し
て
形
役
に
拘
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
な
り
甚
だ
歯

切
れ
が
悪
い
。
た
だ
し
前
の
聯
の
平
生
濁
往
の
願
い
も
か
な
わ
ぬ
ま

ま
、
半
百
の
年
を
重
ね
た
と
い
う
伺
恨
の
念
と
は
、
却
っ
て
よ
く
符

合
す
る
。
形
役
に
拘
せ
ら
れ
ず
濁
往
を
望
む
か
ね
て
か
ら
の
願
い
が
、

他
動
的
に
か
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
社
甫

の
罷
官
は
陶
淵
明
ほ
ど
主
躍
的
で
決
然
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら

し
い
。
「
罷
官
」
と
い
う
の
も
「
棄
官
」
に
く
ら
べ
て
、
同
義
な
が

ら
や
や
弱
い
表
現
で
あ
ろ
う
。

」
の
「
白
人
」
は
、

お
そ
ら
く
「
秦
州
雑
詩
」
冒
頭
の
「
因
人
」

と
響
き
あ
っ
て
い
よ
う
。
想
像
を
遅
し
く
す
る
な
ら
ば
、
杜
甫
は
、
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役
人
な
ど
罷
め
て
秦
州
に
避
難
し
ろ
と
い
う
何
者
か
の
強
い
勧
告
に
、

し
ぶ
し
ぶ
な
が
ら
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
聞
の
事
情
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
む
ろ
ん
で
き
な
い
が
、
巨
説
的
に
見
る
な
ら
ば
、

安
椋
山
の
乱
の
後
に
起
こ
っ
た
大
き
な
枇
合
目
的
嬰
動
が
、
社
甫
を
し

て
官
を
罷
め
、
秦
州
に
赴
か
せ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
秦
州

以
後
の
杜
甫
が
、
「
唐
と
い
う
圃
家
の
う
ち
に
位
置
を
失
っ
た
寄
生

物
の
如
き
存
在
」
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
見
方
を
費
え
れ
ば
、

杜
甫
自
身
は
む
ろ
ん
そ
う
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
国
家
の
呪

縛
か
ら
あ
る
程
度
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
本



論
の
趣
旨
に
即
し
て
言
え
ば
、

そ
れ
ま
で
の
官
僚
志
向
か
ら
離
れ
て
、

杜
甫
は
山
人
の
仲
間
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
杜
甫
を
山
人
と
見
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
山
人
と

ち
が
っ
て
社
甫
は
山
中
に
隠
棲
し
た
こ
と
が
な
い
、
ま
た
山
人
も
結

局
は
官
僚
務
備
軍
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
論
も
あ
り
え
よ
う
。
た

だ
こ
の
時
期
以
降
の
山
人
は
、
必
ず
し
も
山
中
に
隠
棲
し
つ
つ
出
仕

を
願
う
、

い
わ
ゆ
る
「
終
南
の
捷
径
」
的
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
再

び

ヱ
文
十
処
+
央
華
十
』

の
「
山
人
」
の
項
目
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
た

と
え
ば
許
湾
「
贈
王
山
人
」
詩
に
、
「
貰
酒
携
琴
訪
我
頻
、
始
知
城

郭
有
間
人
。
君
臣
薬
在
寧
憂
病
、
子
母
銭
成
山
豆
思
貧
」
(
酒
を
貰
り
琴

を
携
え
我
れ
を
訪
う
こ
と
頻
り
な
り
、
始
め
て
知
る
城
郭
に
も
間
人
有
る
を
。

君
臣
の
薬
在
ら
ば
半
ん
ぞ
病
を
憂
え
ん
、
子
母
の
銭
成
り
て
山
豆
に
貧
を
忠
わ

ん
。
巻
二
三
二
)
、
白
居
易
「
題
施
山
人
野
居
」
詩
に
、
「
得
遁
陪
無

着
、
謀
生
亦
不
妨
」
(
這
を
得
れ
ば
ま
さ
に
着
す
る
と
こ
ろ
な
か
る
べ
し
、

生
を
謀
る
も
亦
た
妨
げ
ず
。
向
上
)
、
ま
た
同
じ
く
「
隠
者
」
の
項
の
張

籍
「
贈
隠
者
」
に
、
「
先
生
巳
得
道
、
市
井
亦
容
身
。
救
病
白
行
薬
、

得
銭
多
奥
人
」
(
先
生
U
に
這
を
得
た
れ
ば
、
市
井
も
亦
た
身
を
容
る
。
病

を
救
う
に
自
ら
薬
を
行
い
、
銭
を
得
て
多
く
人
に
輿
う
。
巻
二
三
二
)
の
よ

山
人
と
し
て
の
社
尚
(
金
)

う
に
、
中
唐
以
降
の
山
人
、
隠
者
は
も
は
や
山
中
で
は
な
く
城
中
市

井
に
お
い
て
世
俗
的
活
動
を
積
極
的
に
は
じ
め
て
い
る
。
社
甫
が
成

都
で
親
し
く
交
際
し
た
責
丈
の
徒
、
斜
斯
融
や
監
酉
薬
の
術
で
名
を
な

し
た
司
馬
山
人
な
ど
は
、
そ
の
先
駆
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

ょ、っ。山
人
と
い
え
ば
通
常
は
明
末
の
山
人
が
有
名
で
あ
る
。
明
末
の
山

人
に
つ
い
て
は
、
「
昔
の
山
人
は
山
中
の
人
、
今
の
山
人
は
山
外
の

人
」
(
『
明
史
紀
事
本
末
」
巻
六
十
六
「
束
林
黛
議
」
)
と
い
う
批
判
が
首

時
か
ら
あ
っ
た
が
、
山
外
の
山
人
は
、
賓
は
唐
代
か
ら
す
で
に
い
た

同
句
J

の
で
あ
る
。
杜
甫
は
そ
の
代
表
と
は
む
ろ
ん
い
え
な
い
が
、
時
代
の

大
勢
に
押
し
流
さ
れ
て
、
知
ら
ぬ
聞
に
そ
の
世
界
に
近
づ
い
て
い
つ

た
存
在
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註①
王
勃
「
還
巽
州
別
洛
下
知
巳
序
」
に
「
王
生
責
薬
、
入
天
子
之
中

都
」
(
『
王
子
安
集
』
巻
六
、
「
文
苑
英
華
』
巻
七
三
四
)
と
あ
り
、
こ

の
山
人
は
王
勃
白
身
と
考
え
ら
れ
る
。

②
切
。
E
E
H
ι
H
H
R
-
m
B
F
H円
hqhy(UFN理
持
』
凡
な
a

ヨ、
p
h
q
N
Y
S
F
N凶
NhNPI

円
札

W
H
A
¥
足
言
語
喜
久
町
民
hH2白川
N
K
由
ミ
ミ
N
h
N丘
町

h
z
c
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ω
品
の

NNω
、
方
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格
規
矩
四
一
神
鏡
の
銘
。
「
前
漠
鏡
銘
集
緯
」
(
「
東
方
向
学
報
』
京
都
、
題

八
十
四
冊
二

O
O九
)
参
照
。

③
『
詳
注
」
に
、
「
鶴
注
、
太
平
寺
在
秦
州
。
詩
云
、
北
風
起
寒
文
、
首

是
乾
元
二
年
秋
冬
之
交
作
」
と
あ
る
。

④
陳
胎
燃
『
社
甫
評
停
』
(
上
海
古
籍
出
版
壮
一
九
八
八
)
中
巻
五

八
五
頁
。

⑤
こ
の
詩
は
劉
長
卿
「
北
遊
酬
孟
雲
卿
見
寄
」
(
『
劉
随
州
集
』
巻
五
)

と
同
じ
で
あ
る
。

⑥
『
中
園
文
肇
報
』
第
十
七
冊
(
京
都
大
凶
晶
子
中
園
文
学
研
究
室
一
九

ムハ一一)。

⑦
元
結
「
迭
孟
校
書
佐
南
海
序
」
(
『
次
山
集
』
巻
七
)
に
「
次
山
今
罷

守
春
陵
、
雲
卿
始
典
校
雲
閣
」
と
あ
り
、
大
暦
元
年
の
作
と
考
え
ら
れ

る
。
注
⑥
伊
藤
論
文
参
照
。

⑧
『
唐
才
子
惇
』
巻
二
に
、
「
沈
千
運
呉
興
人
。
丁
一
奮
樫
詩
、
気
格
高
古
、

首
時
士
流
皆
敬
慕
之
、
競
矯
沈
四
山
人
。
天
賓
中
数
麿
翠
不
第
、
時
年

歯
己
遇
、
選
遊
裏
町
田
問
、
干
謁
名
公
o
」
と
あ
る
。

⑨
劉
開
揚
『
高
遁
詩
集
編
年
筆
註
」
(
中
華
童
日
局
一
九
八
一
)
の

「
年
強
巴
参
照
。

⑬
杜
甫
と
沈
千
運
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
の
唐
元
紘
『
杜
詩
播
』
は
、

「
五
篇
中
新
婚
別
一
篇
首
尾
粋
然
。
公
詩
程
格
愛
化
不
一
、
此
数
詩
中

危
苦
入
情
慮
、
頗
類
沈
千
運
。
但
千
一
連
孤
潔
削
薄
、
公
正
洋
白
窓
、
家

数
不
同
耳
。
」
(
巻
一
)
と
述
べ
る
。

⑪
崖
腕
園
、
朱
金
城
『
李
白
集
校
注
』
(
上
海
士
円
籍
出
版
枇

九
j八

。
)
一
一
六
六
百
八
、
ま
た
安
旗
主
編
『
新
版
李
白
会
集
編
年
注
調
押
」

(
巴
萄
童
H

祉

二

0
0
0
)
天
賓
二
年
の
項
(
四
九
一
頁
)

0

⑬
『
詳
註
』
に
引
く
顧
辰
の
注
に
、
「
草
山
人
必
老
而
就
徴
者
、
公
過
其

隠
居
之
所
而
傷
其
隆
之
不
終
也
」
と
あ
る
。

⑬

注

6
前
掲
論
文
。

⑪
施
鴻
保
著
、
張
慧
剣
校
『
議
杜
詩
説
』
(
上
海
占
籍
山
版
一
吐
一
九

八
二
一
)
巻
七
(
六
四
頁
)
o

陳
胎
倣
『
杜
甫
許
停
』
中
巻
、
五
八
九
頁
。

ま
た
明
の
王
嗣
爽
『
杜
臆
」
(
上
海
士
円
籍
出
版
壮
一
九
八
三
)
も

「
遊
須
因
人
而
無
専
主
之
人
」
(
巻
三
、
八
六
頁
)
と
す
る
。

⑮
庚
信
「
矯
闘
将
軍
乞
致
仕
表
」
に
「
臣
難
用
命
、
不
能
奇
策
、
功
薄

賞
厚
、
因
人
成
事
」
(
『
庚
子
山
集
』
巻
七
)
、
同
上
「
代
人
乞
致
仕
表
」

に
「
臣
特
承
先
緒
、
進
不
因
人
。
陛
下
問
臣
無
用
奉
直
而
慧
o
」
同
巻

十
四
「
周
充
州
刺
史
康
儀
公
鄭
常
神
遁
碑
」
に
、
「
是
使
陽
球
司
隷
、

無
所
中
威
。
飽
恢
都
官
、
因
人
成
事
。
徐
陵
「
潟
貞
陽
侯
重
輿
王
太
尉

書
」
に
「
安
有
珠
殊
因
人
成
事
」
(
『
徐
孝
穆
集
婆
注
』
巻
二
)
o

陳
子

昂
「
震
将
軍
程
庭
弼
謝
放
流
表
」
に
「
緩
進
一
年
、
即
加
正
授
、
比
白
従

長
谷
、
非
有
因
人
。
」
(
『
陳
拾
遺
集
』
巻
三
)
、
張
説
「
譲
右
丞
相
表
二

首
」
其
の
二
に
「
匝
少
長
儒
門
、
墾
撃
墳
史
。
才
非
高
格
、
官
不
因

人
o
」
(
『
張
燕
公
集
』
巻
十
三
)
な
ど
。

⑬
古
川
幸
次
郎
「
秦
州
の
杜
甫
」
(
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
」
第
十
二
巻

筑
摩
書
房
一
九
六
八
)
四
三
八
|
九
頁
。
浦
起
龍
『
讃
杜
心
解
』

(
中
華
書
局
一
九
六
一
)
は
「
因
人
之
人
、
或
即
指
姪
佐
」
(
巻
三

之
二
、
三
八
一
頁
)
と
す
る
。
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⑪
『
詳
註
」
巻
七
「
夏
日
歎
」
の
註
に
『
通
鑑
」
を
引
い
て
「
時
天
下

機
僅
」
云
々
と
遮
べ
る
が
、
こ
れ
は
乾
元
二
年
二
月
の
記
事
で
あ
る
。

同
詩
に
「
雨
降
不
濡
物
、
良
田
起
黄
挨
」
と
あ
り
、
こ
の
年
が
猛
暑
で

回
干
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
賓
だ
が
、
特
に
閥
輔
一
帯
が
ひ
ど
い
畿
鍾
で

あ
っ
た
誼
擦
は
な
い
。

⑬
『
奮
唐
書
』
「
杜
甫
停
」
(
巻
一
九
O
下
)
に
は
「
時
閥
畿
乱
離
、
穀

食
腸
貴
」
と
あ
る
。

⑬
陳
胎
倣
「
社
甫
許
停
』
上
巻
、
四
九
七
頁
。

⑫
唐
元
紘
『
杜
詩
摘
」
が
「
罷
官
亦
白
人
、
淘
是
名
言
、
然
後
世
無
敢

掛
歯
頬
者
」
(
虫
色
一
)
と
言
う
の
は
、
こ
の
句
を
肯
定
に
取
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
、
っ
。

159ー

山
人
と
し
て
の
杜
甫
(
金
)


